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モ
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目
、
コ
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ラ
ク
シ
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一
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自
の
新
技
術
活
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シ
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一
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E
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-
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ラ
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」

誠
一
な
ど
を
テ
!
マ
と
し
た
「
先

端
建
設
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
を

東
京
・
内
幸
町
の
イ
イ
ノ
ホ

ー
ル
で
開
い
た
日
写
真
。
行

政
や
ゼ
ネ
コ
ン
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
の
担
当
者
ら
約

2
5
0人
が
参
加
、
各
発
表

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

た。
冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
北

橋
理
事
長
は
「
当
セ
ン
タ
ー

は
今
年
、
発
足
お
周
年
を
迎

え
た
。
こ
の
間
、
建
設
に
関

連
し
た
最
先
端
技
術
の
開
発

に
向
け
、
民
と
官
の
つ
な
ぎ

役
を
務
め
て
き
た
。
そ
の
活

動
の
成
果
は
技
術
基
準
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
反
映
さ
れ

て
い
る
」
と
活
動
成
果
を
披

露
。
「
新
技
術
の
開
発
と
活

用
の
聞
に
は
『
死
の
谷
』
と

呼
ば
れ
る
深
い
谷
が
あ
る
。

こ
の
谷
を
埋
め
る
た
め
に
、

国
は
新
技
術
活
用
シ
ス
テ
ム

『
N
E
T
-
s』
を
構
築
し

て
い
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら
に

発
展
さ
せ
た
『
N
E
T
-
s

プ
ラ
ス
』
の
運
用
を
今
年
1

月
に
当
セ
ン
タ
ー
で
開
始
し

た
。
こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
の

最
近
の
活
動
状
況
や
技
術
開

発
の
動
向
を
報
告
す
る
。
ぜ

ひ
参
考
に
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
「
N
E

T
-
sプ
ラ
ス
i
技
術
開
発

の
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ
を
目

指
し
て
」
「
C
I
M
の
普
及

促
進
に
向
け
て
i
先
端
建
設

技
術
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組

み
」
「
が
れ
き
残
溢
の
有
効

活
用
に
よ
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
発
」
「
無

人
化
施
工
技
術
の
変
遷
と
最

新
の
技
術
動
向
に
つ
い
て
」

を
テ
l
マ
に
同
セ
ン
タ
ー
の

担
当
者
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
発

表
。
ま
た
、
東
大
大
学
院
工

学
系
研
究
斜
精
密
工
学
専
攻

の
浅
間
一
教
授
が
「
災
害
対

応
お
よ
び
原
発
事
故
対
応
の

た
め
の
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
開
発

と
運
用
」
を
テ
!
マ
に
特
別

講
演
し
た
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
13.建設通信
⑬建設工業
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